
　
２
月
６
日
、
西
明
寺
小
学
校
の
児
童
が
農
業
体
験
学

習
の
一
環
で
育
て
た
ね
ぎ
の
売
上
金
６
万
８
千
円
を
Ｊ

Ａ
秋
田
お
ば
こ
（
秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合
）
を
通

じ
て
仙
北
市
へ
寄
付
し
ま
し
た
。

　
毎
年
、
同
組
合
の
西
木
営
農
セ
ン
タ
ー
が
食
農
教
育

事
業
の
一
環
で
、
西
木
町
の
農
家
の
佐
藤
一
也
さ
ん
か

ら
ほ
場
を
お
借
り
し
、
同
校
の
６
年
生
が
ね
ぎ
の
栽
培

か
ら
収
穫
、
販
売
ま
で
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

も
６
年
生
25
人
が
佐
藤
さ
ん
の
指
導
の
も
と
丹
精
込
め

て
作
り
ま
し
た
。

　
昨
年
開
催
さ
れ
た
産
業
祭
で
販
売
し
、
児
童
が
一
生

懸
命
作
っ
た
ね
ぎ
を
買
い
求
め
よ
う
と
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、
１
日
で
１
３
６
袋
を
完
売
し
て

い
ま
す
。

　
小
原
圭
介
副
組
合
長
は
「
こ
の
寄
付
金
を
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
ぜ
ひ
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

子どもたちのために役立てて
ＪＡ秋田おばこが寄付金贈呈

門脇市長（左）に目録を手渡す小原圭介副組合長（右）。

　
２
月
９
日
、
中
川
小
学
校
の
閉
校
式
が
行

わ
れ
、
１
４
４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
中
川
小
学
校
の
髙
橋
雅
己
校
長
は
「
地

域
に
伝
わ
る
文
化
の
継
承
、
地
域
の
よ
さ
の

発
見
、
学
ぶ
こ
と
、
運
動
す
る
こ
と
、
地
域

の
方
の
温
か
さ
を
何
度
も
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
中
川
小
学
校
の
長
い
歩
み
は
地
域

の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
て
き
た
歴
史

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
古
く
か
ら
大
切

に
伝
え
ら
れ
て
き
た
三
省
の
教
え
（
人
の
話

体
育
館
に
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

校
門
に
は
、
中
川
地
域
の
住
民
や
卒
業
生
の
協
力
に
よ
り
記

念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

１
４
４
年
の
歴
史
に
幕

中
川
小
学
校
閉
校
式

を
真
心
を
込
め
て
聞
く
・
友
だ
ち
な
ど
に
嘘

を
つ
か
な
い
・
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
な
い
）

を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
閉
校
式
終
了
後
は
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ

ン
を
会
場
に
「
中
川
小
学
校
を
語
る
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
方
は
、
閉
校
記

念
映
像
を
鑑
賞
し
、
当
時
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
、
浅
利
堅
一
さ
ん

（西

木
町
桧
木
内
）
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
清
流
苑
で
お
祝
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
家
族
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
、
仙
北
市
か
ら
お
祝
い
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
が
堅
一
さ
ん
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

百
寿

　
２
月
８
日
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ザ
ク
リ
オ
ン
で
、
仙
北
市
次
世
代
ヘ
ル
ス

ケ
ア
産
業
推
進
協
議
会
に
よ
る
仙
北
市
ま

る
ご
と
温
泉
・
健
康
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
健
康
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

温
泉
に
関
す
る
講
演
を
は
じ
め
、
市
内
の

温
泉
・
森
林
浴
・
食
の
分
野
か
ら
ゲ
ス
ト

を
お
招
き
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
現
代
版
の
湯
治
文
化
の
再
創

造
を
目
指
す
と
と
も
に
、
市
民
の
健
康
増

進
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の
創
出
と
振
興
を

目
指
し
た
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
宣
言
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
２
０
０
人
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
盛
会
裏
に
終
了
し
ま

し
た
。

仙北市まるごと温泉・健康サミット

「間違いだらけの温泉入浴法」について講演する
仙北市温泉療養研究会の市川晋一会長。

「入浴と健康維持」について講演する㈱バスク
リン製品開発部の石澤太市氏。

パネルディスカッションの様子。

協議会メンバーとゲストによる「ヘルスケア宣言」。

除
雪
作
業
な
ど
冬
の
暮
ら
し
を
体
験

　
平
成
28
年
度
に
青
山
学

院
大
学
と
包
括
連
携
協
定

を
締
結
し
た
こ
と
が
縁

で
、
今
年
も
同
大
学
か
ら

８
人
（
学
生
７
人
・
職
員

１
人
）
が
、
２
月
13
日
か

ら
４
日
間
の
日
程
で
仙
北

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
滞
在
中
、

農
家
民
宿
な
ど
に
宿
泊
し

な
が
ら
市
内
視
察
研
修
や

田
沢
湖
高
原
雪
ま
つ
り
の

会
場
づ
く
り
、
高
齢
者
宅

の
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
交
流
活
動
を
通
し
て

冬
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
秋
田
を
初
め
て
訪
れ
た

と
い
う
同
大
大
学
院
２
年

で
中
国
出
身
の
唐
蕊
（
ト

ウ
・
ズ
イ
）
さ
ん
に
仙
北

市
の
印
象
を
聞
く
と
「
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
て
風
景

が
と
て
も
綺
麗
。
み
ん
な

親
切
で
優
し
い
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

青
山
学
院
大
学
の
学
生
が
市
内
で
交
流

学生の中には初めて雪を見る人も。雪国ならではの暮らしを体験しました。

なれない雪に苦戦しながらも田沢湖高原
雪まつりの会場づくりを体験 !

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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～輝くとき栄光

第 65 回青少年読書感想文全国コンクール

見事全国学校図書館協議会長賞を受賞した佐藤鈴音さん
（右）と県コンクールで優良賞を受賞した佐藤紋音さん（左）。

佐藤鈴音さん（西明寺中 3 年）が
全国学校図書館協議会長賞を受賞

　
令
和
元
年
度
読
書
感
想
文
コ
ン

ク
ー
ル
秋
田
県
地
方
の
課
題
読
書

の
部
で
最
優
秀
賞
（
秋
田
県
教
育

長
賞
）
に
輝
い
た
西
明
寺
中
学
校

の
佐
藤
鈴
音
さ
ん
（
３
年
）
の
作

品
が
、
第
65
回
青
少
年
読
書
感
想

文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
全
国
学
校

図
書
館
協
議
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、
同
校
の
佐
藤
紋
音

さ
ん
（
３
年
）
が
同
コ
ン
ク
ー
ル

秋
田
県
地
方
の
自
由
読
書
の
部
で

優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
月
13
日
、
市
役
所
角
館
庁

舎
に
報
告
に
訪
れ
た
鈴
音
さ
ん
は

「
小
中
学
校
合
わ
せ
て
９
年
間
応

募
し
て
、
最
後
に
素
晴
ら
し
い
賞

を
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
」、
紋
音

さ
ん
は「
受
賞
で
き
て
よ
か
っ
た
。

高
校
で
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

仙
北
市
技
能
功
労
者
表
彰

　
１
月
28
日
、
卓
越
し
た
技
能
を
有
す
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
仙
北
市
技
能
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
各
業
界
団
体
な
ど
が
個
人
を
推
薦
し
、
大
曲
仙
北
職
業
訓
練
協
会
や
仙
北
市
商
工
会
、
秋
田
県

仙
北
建
設
業
協
会
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委
員
会
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　

中
学
卒
業
後
、
高
校
に
通
い
な
が
ら
父
に
師

事
し
、
在
来
工
法
の
技
術
を
習
得
。
指
矩
（
さ

し
が
ね
）
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
い
、
武
家
屋

敷
石
黒
家
修
理
を
は
じ
め
数
多
く
の
家
屋
建
築

や
修
理
に
携
わ
り
、
現
在
に
至
る
。

　

60
年
以
上
の
経
験
に
培
わ
れ
た
確
か
な
技
術

は
、
業
界
内
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
39
年
に
は
二
級
建
築
士
資
格
を
取
得
。
一

人
親
方
を
貫
き
通
し
、
同
年
輩
の
同
僚
と
二
人

で
昔
か
ら
の
お
得
意
先
や
頼
ま
れ
仕
事
を
地
道

に
こ
な
し
、
技
術
研
鑽
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
秋
田
建
築
労
働
組
合
角
館

支
部
長
を
務
め
る
な
ど
、
業
界
団
体
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

藤
田
利
孝 

さ
ん
（
角
館
町
西
勝
楽
町
）

分
野
：
建
築
大
工

　

昭
和
40
年
地
元
ホ
テ
ル
に
入
社
後
、
東
京
都

内
で
和
食
の
高
い
レ
ベ
ル
を
学
ぶ
機
会
を
得
て
、

技
術
を
習
得
。
昭
和
63
年
花
心
亭
し
ら
は
ま
に

入
社
し
、
総
料
理
長
を
務
め
現
在
に
至
る
。

　

帰
郷
後
よ
り
味
・
創
作
料
理
に
お
い
て
独
特

の
世
界
観
を
創
り
出
し
、
旅
行
会
社
で
行
う
料

理
お
客
さ
ま
満
足
度
調
査
で
も
常
に
高
い
評
価

を
得
て
、
県
内
ト
ッ
プ
の
成
績
を
維
持
し
て
い

る
。

　

地
域
の
料
理
関
係
者
に
料
理
講
習
や
指
導
を

行
い
、
地
元
特
産
品
を
使
用
し
た
新
メ
ニ
ュ
ー

作
り
に
努
め
な
が
ら
、
後
進
の
育
成
に
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
田
沢
湖
調
理
師
苞
和
会
役

員
を
務
め
る
な
ど
、
業
界
団
体
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。

櫻
田
正 

さ
ん
（
西
木
町
西
明
寺
）

分
野
：
調
理

　
昭
和
42
年
高
校
卒
業
後
、
菓
子
店
に
入
社
し
、

製
菓
技
術
を
習
得
。昭
和
54
年
に
㈲
プ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
開
業
し
、
現
在
に
至
る
。

　

角
館
の
桜
並
木
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
お
菓
子
の

創
作
や
地
元
西
明
寺
栗
を
使
っ
た
新
商
品
開
発
、

地
酒
を
使
っ
た
マ
ロ
ン
グ
ラ
ッ
セ
の
商
品
化
な

ど
、
精
力
的
な
商
品
企
画
・
開
発
化
に
よ
り
、

全
国
菓
子
博
表
彰
を
は
じ
め
多
く
の
賞
を
受
け

て
い
る
。
そ
の
確
か
な
技
術
は
業
界
内
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

後
進
指
導
で
は
３
人
の
菓
子
製
造
技
術
者
を

送
り
出
し
、
菓
子
関
係
技
術
者
の
技
術
向
上
指

導
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

長
年
に
わ
た
っ
て
角
館
町
菓
子
工
業
組
合
会

長
や
横
町
さ
く
ら
通
り
会
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

業
界
団
体
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

佐
々
木
正
昭 

さ
ん
（
角
館
町
小
勝
田
）

分
野
：
菓
子
製
造

各
分
野
の
発
展
に
貢
献

仙北市民スキー大会

　

２
月
８
日
、
「第
15
回
仙
北
市
民
ス
キ
ー
大
会
」

が
、
た
ざ
わ
湖
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
種
目
１
位
選
手
〈
敬
称
略
〉

【
ア
ル
ペ
ン
】

▼
小
学
１
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

吉
田
結
星　

▼

同
女
子 

櫻
田
心
菜　

▼
小
学
２
年
男
子
大
回

転
Ｂ 

門
脇
祥
真　
▼
同
女
子 

畠
山
芽
依　
▼

小
学
３
年
男
子
大
回
転
Ｂ 

田
村
将　

▼
同
女

子 

門
脇
恋
珀　

▼
小
学
４
年
男
子
大
回
転
Ａ 

横
山
蓮　

▼
同
女
子 

伊
藤
愛
莉　

▼
小
学
５

年
男
子
大
回
転
Ａ 

佐
藤
丈　
▼
同
女
子 

髙
橋

り
の
あ　

▼
小
学
６
年
男
子
大
回
転
Ａ 

藤
川

桂
太　

▼
同
女
子 

畠
山
紗
依　

▼
中
学
男
子

大
回
転
Ａ 

石
塚
康
平　
▼
同
女
子 

門
脇
結
那

▼
一
般
女
子
Ｂ 

草
彅
梨
恵　

▼
一
般
男
子
Ｂ 

髙
橋
敦　
▼
一
般
男
子
Ｃ 

伊
藤
雅
人

第 15 回

閉会式の様子。

「
正
し
さ
よ
り
優
し
さ
を
」

佐
藤
鈴
音

　

言
葉
を
失
う
し
か
な
い
。
胸
に

重
い
も
の
が
積
ま
れ
、
下
に
下
に

と
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
よ
う
な

感
覚
。
長
崎
の
原
発
資
料
館
に
入

っ
た
と
き
の
私
の
心
。
十
一
時
二

分
で
止
ま
っ
た
時
計
。
中
身
が
炭

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
弁
当
箱
。
そ

し
て
数
々
の
写
真
。
一
瞬
に
し
て

奪
わ
れ
た
日
常
が
こ
こ
に
あ
る
。

人
間
は
同
じ
人
間
に
対
し
て
、
何

故
こ
ん
な
に
む
ご
い
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
こ
と
を
許

し
て
い
い
は
ず
が
な
い
。
原
爆
投

下
が
正
し
い
な
ん
て
あ
り
得
な
い
。

私
は
ず
っ
と
そ
う
信
じ
て
き
た
。

　

こ
の
本
は
、
原
爆
投
下
の
是
非

に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
人
の
高
校
生

八
名
が
討
論
会
を
行
う
と
い
う
内

容
で
あ
る
。
こ
の
本
を
読
む
ま
で
、

私
は
原
爆
投
下
に
つ
い
て
ア
メ
リ

カ
人
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
な

ど
全
く
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

「
原
爆
投
下
は
、
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
。」
と
ア
メ

リ
カ
の
学
校
で
教
え
て
い
る
な
ん

て
、
驚
き
だ
っ
た
。（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　

１
月
25
日
に
「
第
33
回
全
国
小
学

校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東

北
大
会
」、
26
日
に
「
第
23
回
マ
ー
チ

ン
グ
＆
バ
ト
ン
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
東
北

大
会
」
が
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
神

代
小
学
校
器
楽
部
が
25
日
の
大
会
で

は
表
彰
状
、
26
日
の
大
会
で
銀
賞
を

飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

神
代
小
学
校
器
楽
部
は
全

員
で
15
人
と
参
加
校
の
中
で

は
少
な
い
人
数
で
し
た
が
、
一

人
ひ
と
り
の
楽
器
演
奏
が
確

実
で
演
奏
に
工
夫
が
さ
れ
て

い
る
と
い
う
講
評
が
あ
り
ま

し
た
。
仙
北
市
で
は
全
国
小
学

校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
東
北
大
会
の
出
場
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
、
快
挙
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
２
月
６
日
、
市
役
所
角
館
庁

舎
に
報
告
に
訪
れ
た
部
長
の

金
谷
雅
央
さ
ん
は
「
聞
い
て
い

る
方
が
共
感
で
き
る
よ
う
選

曲
を
工
夫
し
た
。
本
番
も
来
て

前列左から細川楼庵さん（６年）、金谷雅央さん（同）。後列左から照井政裕校長、大
河悟先生、熊谷教育長。

神
代
小
学
校
器
楽
部
が

　
　
　
　
東
北
大
会
で
銀
賞

第
33
回
全
国
小
学
校
管
楽
器
合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
北
大
会

第
23
回
マ
ー
チ
ン
グ
＆
バ
ト
ン
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
東
北
大
会

く
れ
た
方
を
含
め
、
自
分
も
楽
し
ん

で
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら

よ
か
っ
た
」、
副
部
長
の
細
川
楼
庵
さ

ん
は
「
本
番
を
意
識
し
た
練
習
を
心

が
け
て
い
る
。
部
員
や
聞
い
て
い
る

方
が
楽
し
め
る
演
奏
が
で
き
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

佐藤鈴音さんの作文を全文（原文のまま）ご紹介します。

技

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

9 広報せんぼく 8Semboku  City  Public  Relations2020-3-1



マイナンバーカードの申請・取得

窓口のほかスマートフォンやパソコンなどで申請が可能です。
制度開始前は混雑が予想されます。お早めの申請をお願いいたします。

※マイキー ID設定支援窓口に関するお問い合わせ：企画政策課（４３－１１１２）

マイキー IDの設定については、ご自身で、または、下記の各設定支援会場で設定。
事業に関するお問い合わせも下記の会場でご説明します。

※マイナンバーカード取得に関するお問い合わせ：市民生活課（４３－３３０７）

田沢湖会場
設定支援日

３月３日、１０日、
１７日、２４日、３１日

（３月毎週火曜日）

会場：田沢湖庁舎一階図書資料室
時間：９時～１７時

設定支援日

3月6日、
13日、27日

（３月毎週金曜日。祝日を除く）

会場：西木開発センター娯楽談話室
時間：９時～１７時

角館会場
設定支援日

3月5日、11日、12日
18日、19日、25日、26日

（３月毎週水・木曜日。３月４日を除く）

会場：ワンダーモール特設会場
時間：９時～１７時

西木会場

マイキー ID の設定及び事業に関する説明

マイナポイントの使い方や制度全般に関するお問い合わせ

マイナンバーカード取得とID設定で
お得にお買い物♪マイナポイント制度９月スタート！

<<マイナポイント申込み開始については、７月頃を予定しているため、６月頃までに上記①・②をお済ませください。>>

　　　～輝くとき栄光

て
も
、
人
に
よ
っ
て
考
え
方
は
全
く
違

う
。
八
人
の
高
校
生
は
様
々
な
根
拠
を

挙
げ
な
が
ら
自
分
の
考
え
を
主
張
す
る
。

私
は
討
論
に
参
加
し
て
い
る
気
分
に
な

り
な
が
ら
、
自
分
の
考
え
の
甘
さ
を
痛

感
し
た
。
自
分
の
受
け
た
感
覚
や
印
象

だ
け
で
話
を
す
る
の
は
偏
っ
た
見
方
に

な
り
か
ね
な
い
。
自
分
で
調
べ
学
び
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
を
聞
き
、
多
角

的
に
物
事
を
見
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気

付
か
さ
れ
た
。
ま
た
討
論
は
白
熱
し
て

い
く
が
、
実
に
爽
や
か
で
あ
る
。「
異
な

る
意
見
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
と
、
友

情
と
は
、
は
っ
き
り
分
け
て
考
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
。」
と
い
う
言
葉
に
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
る
。
私
は
こ
こ
が
苦
手
で

あ
る
。
違
う
意
見
を
言
っ
て
気
ま
ず
く

な
る
よ
り
人
と
合
わ
せ
る
こ
と
の
方
が

楽
で
生
き
や
す
い
の
だ
。「
人
は
ま
ず
個

人
で
あ
る
。」
と
い
う
メ
イ
の
主
張
を
大

切
に
、
一
個
人
と
し
て
自
分
の
考
え
を

語
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。

一
人
一
人
が
考
え
を
も
ち
、
発
信
し
、

み
ん
な
で
考
え
る
こ
と
が
平
和
へ
の
一

歩
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
は
、「
あ
や
ま
ち
は
く
り
か

え
し
ま
せ
ん
」
の
英
訳
の
と
こ
ろ
で
あ

る
。
主
語
の
訳
し
方
一
つ
で
大
き
な
誤

解
が
生
ま
れ
る
。
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ

な
考
え
方
や
宗
教
が
あ
る
。
そ
の
違
い

ソ
連
に
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
を
見
せ
つ
け

る
た
め
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

な
お
さ
ら
で
あ
る
。「
戦
争
に
無
理
矢
理

協
力
さ
せ
ら
れ
て
い
た
日
本
の
国
民
は

国
家
の
奴
隷
で
あ
っ
た
」
と
い
う
ダ
リ

ウ
ス
の
主
張
に
は
、
大
き
く
納
得
さ
せ

ら
れ
た
。

　

人
間
の
歴
史
は
争
い
の
歴
史
だ
。
人

間
は
家
族
を
守
る
た
め
国
を
守
る
た
め

自
分
の
利
益
の
た
め
に
、
い
つ
の
時
代

も
争
っ
て
き
た
。
争
い
が
辛
い
こ
と
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
、
生
き
る
た
め
に

殺
し
合
い
奪
い
合
う
。
そ
し
て
、
そ
こ

で
苦
し
ん
で
き
た
人
達
は
歴
史
に
名
を

残
し
た
人
々
で
は
な
く
、
私
達
と
同
じ

た
だ
幸
せ
を
望
ん
で
生
き
て
き
た
罪
の

な
い
人
々
な
の
だ
。
今
も
争
い
は
や
む

こ
と
は
な
い
。
自
国
の
利
益
だ
け
を
考

え
差
別
や
偏
見
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

ス
ノ
ー
マ
ン
は
「
平
和
を
創
造
す
る
た

め
に
原
爆
は
存
在
す
る
」
と
言
っ
て
い

る
。
確
か
に
今
の
国
際
社
会
は
核
兵
器

の
バ
ラ
ン
ス
で
平
和
を
維
持
し
て
い
る
。

そ
れ
が
本
当
の
平
和
と
言
え
る
の
だ
ろ

う
か
。

　

こ
の
本
に
は
平
和
を
創
造
す
る
た
め

の
い
ろ
い
ろ
な
ヒ
ン
ト
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　

一
つ
は
こ
の
討
論
会
そ
の
も
の
だ
。

原
爆
投
下
と
い
う
テ
ー
マ
一
つ
を
と
っ

（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
）

原
爆
投
下
を
肯
定
す
る
な
ん
て
、
一
体

ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
疑
問
に

思
い
な
が
ら
、
私
は
ど
ん
ど
ん
メ
イ
達

の
討
論
会
に
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　

何
故
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
の
か
、
当

時
の
日
本
が
ど
う
い
う
立
場
だ
っ
た
の

か
、
原
爆
投
下
肯
定
派
の
メ
ン
バ
ー
の

主
張
は
私
の
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
た

く
さ
ん
教
え
て
く
れ
た
。
本
土
決
戦
を

覚
悟
し
死
を
恐
れ
ず
最
後
ま
で
戦
お
う

と
す
る
日
本
。
も
し
戦
争
が
続
い
た
な

ら
、
さ
ら
に
多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
だ

ろ
う
。
ま
た
、
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
東

南
ア
ジ
ア
で
日
本
が
し
て
き
た
こ
と
は

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
と

同
盟
国
で
あ
っ
た
事
実
も
知
っ
て
は
い

た
が
、
ナ
オ
ミ
の
よ
う
に
日
本
も
ナ
チ

ス
に
加
担
し
て
い
た
と
い
う
と
ら
え
方

は
し
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
を
他
の
国

か
ら
見
る
と
こ
ん
な
に
も
見
方
が
変
わ

る
と
は
、
私
に
と
っ
て
新
た
な
発
見
だ

っ
た
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
原
爆
を

落
と
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。
原
爆
資
料
館
で
受
け
た
あ
の
衝

撃
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
私

に
原
爆
を
許
さ
せ
は
し
な
い
。
私
は
否

定
派
の
意
見
に
賛
成
で
あ
る
。
原
爆
投

下
の
真
の
目
的
が
人
体
実
験
で
あ
り
、

に
よ
っ
て
起
こ
る
争
い
も
多
い
。
そ
れ

を
な
く
す
た
め
に
は
、
他
国
や
他
民
族

の
言
語
や
文
化
を
よ
り
深
く
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
だ
。
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う

に
私
を
主
語
と
し
て
自
分
の
意
見
を
は

っ
き
り
言
う
文
化
も
大
切
で
あ
る
。
そ

れ
と
同
時
に
、
日
本
語
の
主
語
を
は
っ

き
り
と
示
さ
な
い
柔
ら
か
さ
や
相
手
を

思
い
や
る
優
し
さ
も
あ
っ
て
よ
い
と
私

は
思
う
。

　
「
そ
れ
で
も
、
私
は
愛
す
る
。」
パ
レ

ス
チ
ナ
人
医
師
の
言
葉
が
討
論
会
の
結

末
を
と
て
も
温
か
い
も
の
に
し
た
。
暴

力
で
は
何
も
解
決
し
な
い
。
平
和
の
創

造
の
た
め
に
必
要
な
の
は
暴
力
の
対
極

に
あ
る
対
話
で
あ
る
。
意
見
の
主
張
は

自
分
の
正
し
さ
の
証
明
で
あ
る
が
、
正

し
さ
と
正
し
さ
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

平
行
線
で
永
遠
に
解
決
に
は
至
ら
な
い
。

そ
こ
に
相
手
を
理
解
し
思
い
や
る
優
し

さ
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
未
来
は
き
っ
と

変
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
あ
や
ま
ち
は
二
度
と
く
り
か
え
し
ま
せ

ん
。」

私
も
こ
の
世
界
に
生
き
る
一
人
と
し
て

誓
い
た
い
。

◆
読
ん
だ
本
『
あ
る
晴
れ
た
夏
の
朝
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
手
鞠
る
い
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